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日
本
で
は
お
そ
ら
く
木
簡
の
方
が
有
名
だ
が
、
紙
が
普
及
す
る
以
前

の
古
代
中
国
に
お
い
て
竹
簡
は
最
も
一
般
的
な
書
写
材
料
で
あ
っ
た
。

近
年
、
中
国
大
陸
で
は
竹
簡
の
発
見
が
相
次
ぎ
、
中
で
も
戦
国
時
代
の

楚
の
領
域
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
―
楚
簡
―
が
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

る
。
本
書
は
そ
の
楚
簡
に
関
す
る
基
礎
知
識
、発
掘
整
理
と
解
読
作
業
、

研
究
史
や
各
資
料
の
内
容
等
に
つ
い
て
概
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
書

は
陳
偉
『
楚
簡
冊
概
論
』（
湖
北
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
の
抄
訳
で

あ
り
、
著
者
の
陳
偉
氏
は
簡
牘
研
究
の
世
界
的
な
拠
点
の
一
つ
で
あ
る

武
漢
大
学
で
長
ら
く
そ
の
整
理
・
研
究
に
従
事
さ
れ
て
い
る
大
家
で
あ

る
。
そ
し
て
「
監
訳
者
あ
と
が
き
」
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

原
著
は
陳
偉
氏
の
知
見
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
つ
つ
平
易
に
書
か
れ

た
、
優
れ
た
楚
簡
の
概
説
書
で
あ
る
。

　

現
在
、
古
代
中
国
の
歴
史
・
思
想
・
言
語
な
ど
各
分
野
の
研
究
に
と
っ

楚
簡
研
究
の
導
き
手

―
―
『
竹
簡
学
入
門　

楚
簡
冊
を
中
心
と
し
て
』
―
―

宮
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て
楚
簡
は
必
要
不
可
欠
な
資
料
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
一

例
と
し
て
評
者
の
関
心
に
引
き
つ
け
て
言
語
研
究
、
例
え
ば
上
古
音
研

究
に
つ
い
て
言
え
ば
、
楚
簡
に
は
現
在
の
我
々
か
ら
み
れ
ば
「
特
殊
」

な
通
仮
や
形
声
文
字
が
み
ら
れ
、
ま
た
「
戦
国
時
代
の
楚
地
」
と
い
う

時
代
と
地
域
が
ほ
ぼ
特
定
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
事
か
ら
、
音
価
の

再
構
や
仮
説
の
検
証
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
（
近
年
の
上
古
音
研
究
に

つ
い
て
は
古
屋
昭
弘
「
上
古
音
研
究
と
戦
国
楚
簡
の
形
声
文
字
」〔『
中
国
語
学
』

二
五
七
号
四
―
三
三
頁
〕
に
詳
し
い
）。

　

楚
簡
を
用
い
て
ど
の
分
野
を
研
究
す
る
に
し
て
も
、
一
次
資
料
で
あ

る
楚
簡
を
出
来
る
限
り
「
正
確
」
に
読
み
解
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
し
か
し
実
際
に
楚
簡
を
読
ん
で
い
く
に
は
一
定
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
言
語
学
・
歴
史
学
・
考
古
学
等
の
関
連
す
る
予
備
知
識
が
必
要
と

な
り
、
な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
そ
の
た
め
（
評
者
自
身
が
そ
う
で

陳
偉
著
／
湯
浅
邦
弘
監
訳
／

草
野
友
子
・
曹
方
向
訳

竹
簡
学
入
門  

楚
簡
冊
を
中
心
と
し
て
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あ
っ
た
よ
う
に
）
こ
れ
か
ら
研
究
を
始
め
よ
う
と
い
う
場
合
、
ど
こ
か

ら
手
を
付
け
た
ら
良
い
の
か
と
い
う
問
題
に
突
き
当
た
る
だ
ろ
う
。
こ

う
し
た
要
望
に
応
え
る
意
味
で
も
、
原
著
が
日
本
語
に
訳
さ
れ
出
版
さ

れ
た
意
義
は
と
て
も
大
き
い
と
評
者
は
考
え
る
。
以
下
、
凡
そ
章
ご
と

に
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

◦
書
名
及
び
全
体
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
『
竹
簡
学
入
門
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
竹
簡
学
入
門
』
と
い
う
書
名
は
原
著
の
そ
れ
の
直
訳
で
な
い
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
監
訳
者
で
あ
る
湯
浅
邦
弘
氏
の
『
竹
簡
学　

中
国
古

代
思
想
の
探
究
』（
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）
が
念
頭
に
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
「
敦
煌
学
」
の
よ
う
な
一
つ
の
「
学
」
な
い
し

は
領
域
と
し
て
、
竹
簡
あ
る
い
は
楚
簡
の
研
究
が
確
立
す
る
（
し
て
い

る
）
の
か
ど
う
か
は
異
論
も
有
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
上
で
も
述

べ
た
よ
う
に
楚
簡
が
極
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も

な
く
、「
竹
簡
学
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
た
書
名
に
は
、
今
後
の
研
究

の
発
展
に
対
す
る
、
訳
者
の
期
待
や
意
気
込
み
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
評
者
は
推
察
す
る
。

　

次
に
、
全
体
に
関
わ
る
事
で
原
著
と
本
書
の
大
き
な
違
い
を
挙
げ
る

と
す
れ
ば
、
よ
り
読
者
に
親
切
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
原
著
に
は
写
真
や
図
が
殆
ど
無
い
の
だ
が
、
本
書
で
は
竹
簡
や

墓
葬
等
の
図
版
が
大
幅
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
各
章
の
冒
頭
に

は
訳
者
に
よ
る
概
要
が
、
ま
た
巻
頭
・
巻
末
に
詳
し
い
用
語
解
説
や
地

図
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
総
じ
て
本
書
の
内
容
の
理
解
を
大
き

く
助
け
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
入
門
書
に
ふ
さ
わ
し
い
構
成
で
あ
る
と

言
え
る
。

◦
「
第
一
章
　
楚
簡
の
基
礎
知
識
」（
原
著
「
緒
論
」）

　

こ
の
章
で
は
楚
簡
の
定
義
に
始
ま
り
、そ
の
種
類
や
形
態
、楚
簡
で

用
い
ら
れ
る
符
号
な
ど
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
紹
介
し
て
い
る
。例

え
ば
楚
簡
に
は
重
文
符
号
と
呼
ば
れ
る
、
文
字
を
二
回
読
む
事
を
示
す

符
号
が
あ
る（
一
本
ま
た
は
二
本
の
横
線
）。現
在
で
も
似
た
よ
う
な
も
の

が
日
本
で
は
「
々
」
に
姿
を
変
え
存
在
し
て
い
る
が
、楚
簡
の
重
文
符

号
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。本
書
で
言
及
さ
れ
て
い
る
例
を
挙
げ
れ
ば
、

郭
店
楚
簡『
五
行
』二
〇
―
二
一
号
簡
「
不
聰
不
明
不
聖
不
＝

智
＝

不
＝

仁
＝

不
＝

安
＝

不
＝

楽
＝

亡
徳
」
は
「
不
聰
不
明
、
不
聖
不
智
、
不
智
不

仁
、
不
仁
不
安
、
不
安
不
楽
、
不
楽
亡
徳
」
と
読
む
。
古
代
中
国
人
に

は
彼
ら
な
り
の
書
写
習
慣
・
文
化
が
あ
り
、
そ
の
理
解
は
楚
簡
を
読
ん

で
い
く
上
で
重
要
で
あ
る
。

◦
「
第
二
章
　
発
見
と
研
究
」（
原
著
第
一
章
「
発
現
与
研
究
」）

　

本
章
前
半
で
は
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る
楚
簡
を
湖
南
・
湖
北
・

河
南
の
各
省
お
よ
び
骨
董
市
場
か
ら
購
入
し
た
も
の
に
分
け
て
紹
介
し

て
い
る
。
巻
頭
の
「
楚
簡
出
土
地
点
略
地
図
」
を
参
照
し
な
が
ら
読
み

進
め
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
。
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後
半
で
は
楚
簡
研
究
の
歴
史
を
三
期
（
一
九
五
二
～
八
〇
年
、
一
九
八
一

～
九
七
年
、
一
九
九
八
～
現
在
）
に
分
け
て
解
説
す
る
。
中
で
も
楚
簡
研

究
の
歴
史
に
お
い
て
特
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
は
、
一
九
九
八
年
に

刊
行
さ
れ
た
「
郭
店
楚
簡
」
で
あ
ろ
う
。
郭
店
楚
簡
に
は
、
伝
世
文
献

や
既
に
発
見
さ
れ
て
い
た
出
土
文
献
と
対
照
で
き
る
文
献
が
含
ま
れ
、

楚
文
字
の
解
読
が
飛
躍
的
に
進
展
し
た
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
楚
文
字
解

読
に
お
け
る
「
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
」
で
あ
る
。
例
え
ば
本
書
九
五
―

六
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
楚
文
字
の
「

」
が
ど
の
語
を
表

し
て
い
る
の
か
は
そ
れ
ま
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、
郭
店
楚

簡
『
五
行
』
の
「
其
義

也
」
と
い
う
箇
所
の
「

」
が
、
対
応
す
る

『
詩
経
・
曹
風
・
鳲
鳩
』
や
馬
王
堆
帛
書
『
五
行
』
で
は
「
一
」
と
書
か

れ
る
こ
と
等
か
ら
、
こ
の
字
が
「
一
」
を
表
す
文
字
で
あ
る
こ
と
は
ほ

ぼ
定
説
と
な
っ
た
（
た
だ
し
な
ぜ
「
一
」
を
表
せ
る
の
か
に
つ
い
て
は
現
在
で

も
議
論
が
あ
る
）。

◦
「
第
三
章
　
整
理
と
解
読
」（
原
著
第
二
章
「
整
理
与
解
読
」）

　

本
章
で
は
竹
簡
が
出
土
し
た
後
の
整
理
作
業
、
文
字
の
解
読
や
竹
簡

の
綴
合
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
る
。
竹
簡
は
多
く
の
場
合
、
泥
に
ま
み
れ

た
状
態
で
出
土
し
、
本
書
の
表
現
を
借
り
れ
ば
「
水
に
浸
っ
た
麵
」
の

様
な
状
態
で
あ
る
た
め
、
洗
浄
・
脱
色
・
脱
水
な
ど
の
処
理
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
一
つ
の
竹
簡
が
複
数
に
分
裂
し
て
し
ま
っ
て

い
た
り
、
本
来
連
続
し
て
書
か
れ
て
い
た
竹
簡
が
分
散
し
て
い
た
り
す

る
こ
と
も
多
々
あ
り
、
本
来
の
姿
を
復
元
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

竹
簡
の
復
元
は
文
字
の
解
読
や
文
意
の
理
解
に
大
き
く
影
響
す
る
が
、

ま
た
反
対
に
文
字
や
文
意
が
竹
簡
の
復
元
の
際
の
根
拠
と
も
な
り
、
実

際
に
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。「
第
二
節　

文
字
の
釈
読
と
文
意
の

解
釈
」以
降
で
は
か
な
り
個
別
具
体
的
な
例
に
言
及
し
て
い
る
が
、た
っ

た
一
つ
の
文
字
の
解
読
・
一
本
の
竹
簡
の
復
元
に
つ
い
て
も
、
多
く
の

議
論
や
研
究
者
の
努
力
の
歴
史
が
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

◦「
第
四
章
　
出
土
文
献
の
研
究
」（
原
著
第
八
・
九
章「
典
籍
」（
上
）・（
下
））

　

現
在
、
楚
簡
で
最
も
着
目
さ
れ
て
い
る
の
は
上
で
触
れ
た
郭
店
楚
簡

な
ど
に
含
ま
れ
る
典
籍
（
出
土
文
献
）
で
あ
る
。
郭
店
楚
簡
『
老
子
』『
緇

衣
』・
清
華
簡
『
金
縢
』
な
ど
伝
世
文
献
と
対
照
で
き
る
文
献
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
後
世
に
は
伝
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
文
献
も
多
く
発
見

さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
そ
の
分
類
、
編
纂
年
代
や
地
域
性
に
関
す
る

考
察
、
そ
し
て
い
く
つ
か
の
文
献
に
つ
い
て
の
概
要
が
述
べ
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
二
千
数
百
年
の
時
を
隔
て
て
現
代
の
我
々
の
目
前
に
出

現
し
た
文
献
は
、
例
え
ば
ど
ん
な
に
立
派
な
清
朝
の
学
者
で
も
見
る
こ

と
の
叶
わ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
感
慨
も
ひ
と
し
お
と

い
う
感
が
あ
る
。
な
お
出
土
文
献
に
関
し
て
は
『
出
土
文
献
と
秦
楚
文

化
』（
出
土
資
料
と
漢
字
文
化
研
究
会
編
、既
刊
一
〇
号
）、『
中
国
研
究
集
刊
』

（
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
編
、
既
刊
六
二
号
）
等
に
日
本
語
で
読
む
こ
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と
の
で
き
る
訳
注
が
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
簡
単
で
は
あ
る
が
本
書
の
内
容
に
関
し
て
私
見
を
交
え
つ
つ

述
べ
て
き
た
。
最
後
に
、
細
か
い
こ
と
な
が
ら
本
書
の
中
で
ど
う
し
て

も
そ
の
ま
ま
で
は
理
解
し
に
く
い
部
分
が
あ
っ
た
た
め
、
指
摘
と
補
足

を
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
本
書
一
四
六
頁
、
上
博
楚
簡
『
呉
命
』
三

号
簡
の
下
に
一
号
簡
を
綴
合
す
る
事
を
解
説
し
た
以
下
の
部
分
で
あ
る

（
傍
線
は
評
者
に
よ
る
）。

問
題
は
、
三
号
簡
の
上
端
は
欠
損
が
な
く
、
下
端
が
残
欠
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
整
理
者
の
判
断
に
よ
る
と
、
残
存
部
分
に
は
第

二
、
第
三
の
契
口
が
あ
り
、
つ
ま
り
完
整
簡
の
上
段
に
位
置
す
る
。

こ
れ
は
整
理
者
が
作
成
し
た
『
呉
命
』
の
全
竹
簡
の
図
版
の
中
に

見
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
二
つ
の
残
簡
は
い
ず
れ
も

残
欠
が
比
較
的
多
い
下
段
で
あ
り
、綴
合
で
き
る
可
能
性
が
な
い
。

　

こ
の
箇
所
は
難
解
で
あ
る
。
ま
ず
「
残
存
部
分
に
は
第
二
、
第
三
の

契
口
が
あ
り
、
つ
ま
り
完
整
簡
の
上
段
に
位
置
す
る
」
に
つ
い
て
は
、

最
初
に
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
原
著
に
は
そ
の
前
に

「
一
号
簡
両
端
残
」
と
あ
り
、
こ
の
一
文
は
一
号
簡
に
つ
い
て
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
契
口
（
竹
簡
を
綴
じ
る
紐
を
掛
け
る
切
れ

込
み
）
は
上
か
ら
第
一
、
第
二
と
数
え
て
い
く
の
だ
か
ら
、
残
存
部
分

に
第
二
・
第
三
契
口
の
み
を
も
つ
残
簡
が
「
つ
ま
り
完
整
簡
の
上
段
に

位
置
す
る
」
は
ず
は
な
い
（『
呉
命
』
の
契
口
は
全
部
で
三
つ
）。
ま
た
実

は
上
で
引
用
し
た
箇
所
の
後
に
、
一
号
簡
に
つ
い
て
「
整
理
者
が
第
一

契
口
と
認
定
し
た
も
の
を
第
二
契
口
と
見
な
し
た
と
こ
ろ
」
と
あ
り
、

さ
ら
な
る
混
乱
が
生
じ
る
。

　

実
は
当
該
箇
所
の
元
と
な
っ
た
陳
偉
氏
の
別
の
著
書
で
は
指
摘
さ
れ

て
い
る
が
（
本
書
第
三
章
注
46
に
出
典
）、『
呉
命
』
の
整
理
者
は
全
体
図
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版
で
は
一
号
簡
を
上
部
に
配
置
し
て
い
る
（
即
ち
残
存
し
て
い
る
の
は
第

一
・
第
二
契
口
と
い
う
考
え
方
）
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
整
理
者
に
よ

る
注
釈
で
は
一
号
簡
に
残
さ
れ
た
契
口
は
第
二
・
第
三
契
口
で
あ
る
と

述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
も「
残
存
部
分
に
は
第
二
、

第
三
の
契
口
が
あ
り
」「
完
整
簡
の
上
段
に
位
置
す
る
」、
さ
ら
に
「
整

理
者
が
第
一
契
口
と
認
定
し
た
も
の
」
と
い
う
一
見
矛
盾
し
た
書
き
方

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に「
二
つ
の
残
簡
は
い
ず
れ
も
残
欠
が
比
較
的
多
い
下
段
で
あ
り
」

に
つ
い
て
は
、そ
の
前
の
「
三
号
簡
の
上
端
は
欠
損
が
な
く
」
及
び
「
完

整
簡
の
上
段
に
位
置
す
る
」
と
矛
盾
し
て
い
る
。
原
文
は
「
這
両
支
残

簡
都
残
缺
比
較
多
的
下
半
部
分
」
で
あ
り
、
改
め
て
訳
せ
ば
「
こ
の
二

つ
の
残
簡
は
ど
ち
ら
も
比
較
的
多
く
の
下
部
を
欠
い
て
い
る
」
と
な
っ

て
矛
盾
は
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
は
抄
訳
と
い
う
こ
と
で
、
原
著
の
約
半
分
の
分
量
で
は
あ
る
が

（
訳
出
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
「
訳
者
あ
と
が
き
」
を
参
照
さ
れ
た

い
）、
凡
そ
楚
簡
を
読
む
上
で
基
本
的
な
こ
と
は
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

「
竹
簡
学
」
の
「
入
門
」
と
し
て
十
分
な
構
成
と
言
え
る
。
日
本
に
お

け
る
楚
簡
研
究
の
導
き
手
と
し
て
、
本
書
が
多
く
の
読
者
の
手
に
取
ら

れ
る
こ
と
を
願
う
。

（
み
や
じ
ま
・
か
ず
や　

東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
記
念
講
演
会

日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
を
記
念
し
、
北
京
外
国
語
大
学
の
徐
一

平
教
授	

（
中
国
日
本
語
教
育
学
会
名
誉
会
長
）
と
大
東
文
化
大
学
の

高
橋
弥
守
彦
名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
。

▼
日
時
：
7
月
8
日
（
土
）
14
時
～
17
時
30
分
（
13
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
会
場
：
大
東
文
化
会
館
ホ
ー
ル
（
東
京
都
板
橋
区
徳
丸
２
―
４
―

21	

1
階
／
東
武
東
上
線
東
武
練
馬
駅
下
車
徒
歩
4
分
）

▼
講
演
1
（
14
時
～
15
時
30
分
）：「『
ナ
ル
表
現
』
と
『
ス
ル
表
現
』

か
ら
見
た
日
本
語
と
中
国
語
」
徐
一
平
（
北
京
外
国
語
大
学
教
授
、

中
国
日
本
語
教
育
学
会
名
誉
会
長
）、コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
王
学
群
（
東

洋
大
学
教
授
、
国
際
連
語
論
学
会
会
長
）、
陳
淑
梅
（
東
京
工
科
大

学
教
授
）、山
口
直
人（
大
東
文
化
大
学
教
授
）、司
会
：
須
田
義
治（
大

東
文
化
大
学
教
授
、
国
際
連
語
論
学
会
副
会
長
）

▼
講
演
2
（
15
時
50
分
～
17
時
20
分
）「
位
置
移
動
の
動
詞
“
上
”

の
用
法
と
そ
の
日
本
語
訳
に
つ
い
て
」
高
橋
弥
守
彦
（
大
東
文
化

大
学
名
誉
教
授
）、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
佐
藤
富
士
雄
（
中
央
大
学

名
誉
教
授
）、
劉
勲
寧
（
明
海
大
学
教
授
）、
大
島
吉
郎
（
大
東
文

化
大
学
教
授
）、
司
会
：
続
三
義
（
東
洋
大
学
教
授
、
日
中
対
照
言

語
学
会
会
長
）
／
総
合
司
会
：
竹
島
毅
（
大
東
文
化
大
学
教
授
）

▼
参
加
費
：
無
料　

▼
定
員
：
80
名

▼
お
問
合
せ
・
お
申
込
み
先
：
氏
名
・
所
属
・
連
絡
先
を
記
入
の
上
、

下
記
ま
でE-m

ail

で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
大
東
文
化
大
学
有
志

の
会
事
務
局E-m

ail

：0708@
duan.jp　


